
 １　施設の管理運営

 ２　事業実施内容

 ３　サービス提供状況

 ４　市内中小企業への発注に対する考え方

 ５　施設の利用状況（本来業務に係る施設の稼働率、利用者数、事業参加者数など）

①令和５年度実績値 人

②令和６年度目標値 人

①令和５年度実績値 人

②令和６年度目標値 人980

管理者（兼）相談員１名
相談員（兼）介護職員１名
機能訓練指導員（兼）看護師２名
介護職員６名
事務員１名
調理師（業務委託）２名

再委託の実施状況（協定書に明記のない再委託業務）は、以下の通り。（例：給食調理業務）

・給食調理業務
・施設敷地の害虫駆除

⑵年間　実利用者数

964

7,500

令和５年度指定管理業務に関する事業報告書（デイ）

施設名
京都市島原老人デイサービスセン
ター

営業日：月曜日～土曜日（但し、１２月３１日～１月３日は休日）
営業時間：８：３０～１７：３０
１日の定員：３８名
【研修の充実】
研修計画に基づき、主に内部研修（実務に連動させた内容、個別ケースの対応に繋がる内容を中心とし
て）、質の向上を図っている。
【事故予防】
ヒヤリハットや事故報告書の作成を継続し、その都度ミーティングにおいて報告、事故の原因を考え、再発
防止策を検討、職員間に周知している。
【感染症対策】
看護師が主導し、マニュアルに沿った消毒方法を実施。不潔、清潔を明確に区分し、予防を図っている。新
型コロナウィルス対応については、グループ全体の感染対策委員会へ職員1名出席し、毎月の運営会議にて
施設内全職員間で共有し、都度対応を協議、決定している。
【自主点検の実施】
介護保険自主点検は勿論、毎月、任意の点検表を使用し、各個人情報、ファイルを点検し、必要書類の確認
を徹底している。
また、所定様式にて、毎年度自主点検を実施。

（１）指定管理業務（本来業務：老人デイサービスセンター）
上記，業務概要を基本として事業実施。送迎・食事・入浴等個別の状況に応じて細かに対応をすすめてい
る。
・機能訓練・運動器機能訓練：機能訓練指導員等による指導・実践・毎月の評価等を実施。
・行事・レク：感染予防策を実施しながら利用者間距離を取ったレクリエーションを実施。
  機能訓練の一環としての外出や行事参加。
・担当者会議・カンファレンスに参加。

（２）指定管理業務（企画提案業務：指定管理者が提案し、施設内で実施している業務。例：配食サービ
ス）

既存の大規模な保守契約以外の設備修繕は、市内中小企業に発注するようにしている。

⑴年間　延べ利用者数

7,183

自主事業の実施状況は、以下の通り。



ア　本来業務（老人デイサービスセンター）　　令和５年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

イ　企画提案業務1（〇〇〇　　　　　）　令和５年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

ウ　企画提案業務2（〇〇〇　　　　　）　令和５年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

エ　企画提案業務3（〇〇〇　　　　　）　令和５年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

オ　令和５年度自主事業（○○○　　　）に関する収支状況（単位：円）　

0

その他

収入計 0

収入

支出

収支状況

補助金収入 その他

雑収入 支出計 0

利用料収入 事業費

委託料収入 委託費

収入計 0

介護保険収入 人件費

雑収入 支出計 0

その他

委託料収入 委託費

補助金収入 その他

人件費

利用料収入 事業費

その他

収入計 0

介護保険収入

雑収入 支出計 0

事業費

委託料収入 委託費

その他 166,654

収入計 69,680,783

介護保険収入 人件費

利用料収入

補助金収入 その他

寄付金収入 0 その他 6,654,024

雑収入 69,379 支出計 75,374,554

8,424,133

委託料収入 0 委託費 7,682,376

補助金収入 1,525,883 小額修繕費 632,382

⑶　収支実績

介護保険収入 63,424,467 人件費 51,981,639

利用料収入 4,494,400 事業費



　　６　施設の利用者満足度の把握

　 ⑴　利用者満足度の把握状況

　 ⑵　利用者満足度把握の結果

 　⑶　意見等への主な対応状況

　　７　その他特記事項

　 ⑴ 

 　⑵

　　８　評価（指定管理者自己評価）

　長くこの地域で活動してきたことで、周辺の方々にも明確に認知して頂き、来客も多い状況を見ると、開か
れた施設として、デイサービスセンターの機能を果たせていると考える。実際のご利用者層をみても、過去に
当デイサービスをご利用されていた配偶者や親御様を介護されていた方で、ご自身が実際に介護が必要となっ
た現在、当デイサービスのご利用を希望して下さるなど、それぞれの関係が継続出来ている。長期間活動して
きたことで、それぞれの世代が変わっても、地域の方々の生活支援にこのセンターが機能していると評価でき
る。
また、心身のご状態が悪化しても、そのことを理由に差別されることなく、住み慣れた地域で、それぞれが望
む暮らしが継続できるように支援することが事業の大きな目的であり、そのことが、法人理念、並びに組織独
自の理念であることを研修を通し、各職員に指導している。

サービス提供内容のうち、実施行事、各レクリエーションについて、ご意向、満足度を伺う。

前年度同様、機能訓練を目的とした外出行事やレクリエーションに関するご意見が最も多かった。新型コロナ
ウィルス感染拡大に因り、多くの外出行事を控えていたが、感染対策を講じた上での実施再開を希望されるご
意見が多かった。その理由としては、ご自宅での生活の中では、ご家族の支援でも、なかなか日常的な外出の
機会が少なく、閉じこもりがち。デイサービスを利用し外出の機会を確保するといっても、やはり、屋内での
活動となり、季節を感じることも難しい為、外出行事に期待されるご意見が多く聞かれた。

最もご希望が多かった外出行事を実施。少人数体制、外出先の感染対策状況を調査した上で、実施。


